
2023 年度入学式

ご入学おめでとうございます
　2023 年 4 月 5 日（水）、本学講堂において 3 年ぶりにご家族
の皆様を迎えての入学式を挙行しました。
　歯学部櫻井孝学長は式辞で「全ての新入生が将来の医療人を
目指して研鑽を重ねていただくことになります。患者様は受診
する際に安全であることを期待します。皆さんがより広く正確
な知識を身につけることによって、安全性を高めることは可能
です。6 年間一生懸命研鑽に努めてください」と激励しました。
　短期大学部石井信之学長は「卒業後は医療従事者として社会
貢献する使命を持つことになります。医療従事者として社会で
活躍するためには、国家資格を取る必要があります。私たち教
職員一丸となって皆さんを優しく愛情を持って、親切に厳しく
指導します。覚悟してついてきてください。学生生活をどう
やって過ごすか、どんな経験をするか、それが一番大切です。
心のままに青春を謳歌してください」とエールを贈りました。
　続いて、鹿島勇理事長より「新入生の皆さんは今日から 3 年
間、6 年間、ダイバーシティ＆インクルージョン、様々に違っ
た若者の集団として共存共栄していくことになります。この期
間は医療人としての技術を身につけるとともに人間として成長
しなければならない重要な時期でもあります。他人や周りがど
う思うかではなく自分自身がどう感じるか、多様性の集団の中

【大学院　入学式】
　2023 年 4 月 5 日（水）、午後 2 時より神奈川歯科大学大学院
歯学研究科の 2023 年度入学式が本部棟 5 階会議室で挙行され
ました。
　今年度の入学者は 12 名で、特待生選抜が 1 名、学内推薦選
抜が 2 名、一般選抜が 9 名でした。12 名の中には所属分野は
違いますがご夫婦で入学された方もおられました。
　式は向井義晴副研究科長の新入生点呼、櫻井孝学長式辞、山
本龍生研究科長挨拶に続いて、半田慶介教授から祝辞をいただ
き、つつがなく終了しました。入学生 12 名の表情は希望に満
ち溢れていました。

【TDH　入学式】
　2023 年 4 月 10 日（月）、東京歯科衛生専門学校 41 回生が入
学し、新たな仲間が増えました。
　新入生はマスク越しでもわかる緊張した面持ちでしたが、こ
れから始まる学校生活に大きな夢を抱いている様子が伺われま
した。これからの 3 年間、目標に向かい、頑張ってほしいで
す。
　教職員も 41 回生全員が国家試験に合格できるようサポート
に努めてまいります。

から自分の個性と感性にあった仲間・友人を作っていただきた
い。3 年あるいは 6 年を一気に駆け抜けていくことを願ってい
ます」と告辞が述べられました。
　花田光司特任教授（元横綱）からは「私が専門的に言えるこ
とは、守るべきものがあるとき、重心を低くして体勢を整え、
背筋を確認して“stay with me ＝しっかりしろ”です。その心、
姿勢をとどめてください」と新入生にエールをいただきました。
　遠方のご家族様にも入学式の様子をご覧いただくために、式
典の様子をライブ配信いたしました。
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2022 年度卒業式
ご卒業おめでとうございます
　2023 年 3 月 10 日（金）、本学講堂において卒業式を挙行し
ました。歯学部 81 名、短期大学部歯科衛生学科 69 名、看護学
科 61 名が新たな一歩を歩み始めました。
　歯学部櫻井孝学長は「人生にはたくさんの素晴らしいこと、
困難なことが待ち受けていると思います。周りの協力を受けて
克服できることもあります。我々は明日の天気を変えることは

できません。しかし心の在
り方によって明日の天気
を楽しむことができます。
雨の日を心穏やかに過ご
すこともできます。これか
らの皆さんの人生に幸多
からんことを祈念します」
と式辞を述べられました。
　続く短期大学部石井信

之学長は「皆さんは 4 月か
ら医療人としての一歩を踏
み出します。医療現場で最
も大切なのは人への思いや
りです。本学の建学理念が

『愛の精神の実践』であっ
たことを思い出してくださ
い。患者様から“ありがと
う”と一言声をかけてもらえると、一瞬で幸せに包まれます」
とエールを贈りました。
　鹿島勇理事長は「本学の卒業生であることに自信を持ってい
ただきたい。医療人としての成長をこれからも支援していきま
す」とメッセージを贈りました。
　最後に、保護者に向けての「感謝の言葉」を、歯学部王冠博
さん、短期大学部梶原百菜さんが卒業生を代表して述べ、式は
終了しました。
　今年はご家族 2 名まで講堂にお入りいただき、参加できな
かったご家族にはライブ配信でご視聴いただきました。

大学院学位授与式
　2023 年 3 月 10 日（金）、午後 2 時より神奈川歯科大学大学院
歯学研究科の 2022 年度学位授与式が本部棟 5 階会議室で挙行さ
れました。博士号を授与されたのは 23 名で、授与者の中には、
この日のためにアラブ首長国連邦から来日された方が 2 名おら
れました。
　学位記が授与された後、優秀な大学院生に贈られる学長賞と
優秀な指導教員に贈られる優秀指導員賞の表彰があり、学長賞
を受賞された歯科矯正学分野の朴熙泰先生は櫻井孝学長より、
優秀指導員賞を受賞された歯科矯正学分野の小泉創先生は槻木
恵一研究科長よりクリスタル盾が贈られました。
　式は学長式辞、研究科長挨拶に続いて、児玉利朗教授・玉置
勝司教授・不島健持教授から祝辞をいただき、最後に学位授与
者 23 名を代表して朴熙泰先生の希望に満ち溢れた「誓いの言
葉」で終了しました。

成績優秀者・企業賞受賞者
＜歯学部＞

【成 績 優 秀 者】大㟢　陸、正井　育、鐘　泳晴

～企業賞受賞者～
【デンツプライシロナ・スチューデント・アワード】大崎　陸
【モリタ補綴学賞】正井　育
【ストローマン・アワード】諏訪大地
【日本小児歯科学会学部学生優秀賞】武田草百

＜短期大学部＞
【成 績 優 秀 者】
　［歯科衛生学科］石渡千智、稲葉美妃子、重田夏希
　［看  護  学  科］河㟢光音、中端萌花、髙實子美晴

＜大学院＞
【学 長 賞】朴　熙泰
【優秀指導教員賞】小泉　創

＜ TDH ＞
【学 業 優 秀 賞】 佃　璃珠、藤波穂乃香、朴　媛華、
　　　　　　　　 江田珠杏、三浦美保

TDH 卒業式
　2023 年 3 月 9 日（木）、東京歯科衛生専門学校 38 回生が卒
業しました。
　新型コロナウイルス感染予防対策として、卒業生は式場、保
護者の方々には教室でオンライン配信をご覧いただく形で挙行
いたしました。笑顔いっぱいの巣立ちとなりました。
　後日、卒業生の保護者の方々に当日の様子を見ていただける
よう YouTube にて限定配信を実施しました。
　即戦力、何より相手の気持ちを考え寄り添うことができる歯
科衛生士を目標に、今後も学生育成に力を入れてまいります。

神奈川歯科大学新聞 第46号

2



学校法人神奈川歯科大学 × 株式会社三越伊勢丹
歯科・健脳クリニック日本橋　開設記念祝賀会の開催

　一粒万倍日にあたる 2023 年 2 月 12 日（日）、帝国ホテル東
京本館富士の間にて歯科・健脳クリニック日本橋の開設記念祝
賀会を開催いたしました。
　本祝賀会は、歯科・健脳クリニックのコンセプトにご賛同い
ただきました各企業の方々を中心に、ご来賓・東京都歯科医師
会・地元企業・関係者・同窓生・教職員ら、212 名のご出席を
賜りました。
　コロナ自粛での 2 年のブランクを払拭すべく「最高のおもて
なしと集大成」を柱とし、日本橋をイメージした「和」で統一
した数々の企画を盛り込みました。
　大相撲の琴司氏による迎え・寄せ太鼓でご来場者をお迎え
し、開式前には連携協定締結校である国際文化学園の御厚意
で、千年の歴史を持つ宮廷装束である雅な十二単のお服上げを
ご披露いただきました。
　鹿島勇理事長より社会情勢を交えた今回の開設経緯が述べら
れ、三越日本橋本店太刀川俊明店次長からの嬉しいご挨拶、古
屋範子・古川禎久両衆議院議員からの心温まるご祝辞に続き、
花田光司特任教授も加わった 29 名の皆様による圧巻の鏡割り、
鹿島理事長の戦友である東京歯科大学井出吉信理事長の乾杯の
後に、歓談のお時間とさせていただきました。
　食事が落ち着いた頃合いを見て、上地克明横須賀市長からの
祝電、小泉進次郎衆議院議員からのビデオメッセージの披露を
経て、歯科・健脳クリニックのスタッフ紹介を行いました。

　なお、この日は三越日本橋本店の催事である逸品会と重な
り、一部のスタッフの参加は叶いませんでしたが、ビデオにて
挨拶をさせていただきました。
　大きな拍手に迎えられたスタッフを代表し、児玉利朗院長よ
り日本橋に懸ける熱い想いが語られ、本日のメインイベントで
ある雅楽師東儀秀樹氏による祝賀記念コンサートを行いまし
た。日本の伝統楽器である笙や篳篥を現代風にアレンジした独
自の音楽世界に、皆様聴き入っておられました。
　花田光司特任教授からの希望溢れる閉会の挨拶の後、送り・
跳ね太鼓が響く中、盛大な拍手に包まれて無事に閉会となりま
した。

三越春の逸品会への出展

　2023 年 2 月 11 日（土・祝）、12 日（日）の両日、ホテル
ニューオータニ東京において「三越春の逸品会 2023」が開催
され、本学附属歯科・健脳クリニック日本橋は１階の鶴の間前
室に出展をいたしました。逸品会とは三越のお得意様を招待し
て年 2 回開催する販売会で、その場限りの逸品も取り扱う特別
な催しです。
　当クリニックは、認知症か否かを早期に診査・診断して発症
する前の「未病」の段階から介入するとともに歯周病の早期発
見と治療を進め、脳機能と口腔を健康的に維持することを目指
しており、その周知を目的にコンセプトの案内を丁寧に行いま
した。お客さまからの質問は、眞鍋雄太教授（先端臨床医学系
認知症医科学分野）と小牧基浩教授（臨床科学系歯科保存学講

座歯周病学分野）、そして東洋医学から兵頭明特任教授（天津
中医薬大学客員教授）が応対いたしました。
　両日とも恵まれた天候となり約 3,500 組が来場されました。
割り当てられたブースの位置は三越の期待を感じる総合受付の
近くで、板宮朋基教授（大学院 XR 研究所所長）の AR/VR 展
示効果もあり、当クリニックに関心を持たれたお客さまにパン
フレットや眞鍋教授の著書『もの忘れ外来』を配付し、予想を
超える仮予約をいただくことができました。
　百貨店のため立ち方ひとつとっても厳しいルールがあり、そ
のポーズで一日 9 時間、さらに二日間立ち続けるのは大変でし
たが、当クリニックを担当する日本橋三越本店の方々およびク
リニックスタッフの団結力が高まる会となりました。これを機
に旗艦店の一員として関係者一丸となり尽力いたします。
　最後に、会場にてお声をかけてくださった在学生・在校生お
よび保護者・卒業生の皆様にお礼申し上げます。
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第 49 回
ヨコハマデンタルショーへ出展

　年明けの 2023 年 1 月 8 日（日）、9 日（月）、パシフィコ横浜
で開催されたデンタルショーへ、大学の認知度向上と板宮朋基
教授が開発した裸眼立体視ディスプレイによる本学の先進性を
アピールするという二つの目的を掲げて出展し、2 日間の日程
に臨みました。
　開催前は周りの華やかなブースの演出に目を奪われ、本学の
地味な演出に引け目を感じましたが、蓋を開けてみると杞憂に
終わり、本学のブースには多くの方々が足を止めてくださいま
した。大学関係者、開業医の先生方、歯科衛生士・歯科技工士
の皆様、メーカーの方々など、職種を問わずその技術と先進性
に驚かれ「凄いね」「患者様へ分かり易く伝える事ができそう」

「実際に教育で使っているの？」といった好意的な声が数多く
聞かれました。
　共同開発である SONY というブランド名も信用と信頼に多

大な効果を発揮し、2 日間で延
べ 74 名の方がブースを訪れ、
大学のブランディングに大きく
貢献したものと考えます。
　この裸眼立体視ディスプレイ
は、他大学との差別化が図れ、
本学の募集活動にも大いに貢献
できるもので、歯科・健脳クリ
ニック日本橋にも導入する予定
です。
　最後に、年始の貴重な連休に
も関わらずご協力をいただきま
した歯科衛生学科の各先生方
や職員の皆様にはこの場を借り
て、改めて御礼申し上げます。

新本部棟　建築レポート
　設計監理を担当する一級建築士事務所㈱アトリエ MEME と
施工を担当する五洋建設株式会社より、施工状況についての進
捗報告です。
　昨秋より地下部分の杭工事、基礎工事を進めてまいりまし
た。現在は地上部分のコンクリート工事を進めています。7 月
には建物のシルエットがおおよそ見えてくる予定です。
　新本部棟にはカラーコンクリートという、顔料をコンクリー
トに直接混ぜて色付けする工法を採用しています。一般的な塗
装では実現できないおだやかで自然な色調が特徴です。ヨー
ロッパでは様々な著名建築物に採用されていますが、日本で
はまだ馴染みのない工法のため設計監理者と施工者で様々な議
論、テスト施工を重ねてきました。一般的な建物にはない、や
わらかい風合いの建物を皆さんにお届けできるのを楽しみにし
ています。大学の新たなシンボルとなるよう、引き続き気をひ
きしめて進めてまいります。
（一級建築士事務所 ㈱アトリエ MEME アソシエイト　柳澤慶太）

電気使用合理化活動における表彰
　2023 年 2 月 16 日（木）にさいたま新都心合同庁舎にて開催
された「令和 4 年度（第 81 回）関東地区電気使用合理化委員
会表彰式」において、「優良賞」を受賞いたしました。本学は、

3 号館および大講堂の空調更新により、電気使用合理化の実績
に顕著な取り組みを行った神奈川地区の代表事業者として表彰
されました。引き続き電気使用合理化に向けた活動に努めてま
いります。

南側から見た新本部棟の様子。現在、2 階まで施工が進んでいます。

カラーコンクリート　テスト施工確認の様子。
様々な実験を行い、最良のカラーコンクリートを目指しています。

神奈川歯科大学新聞 第46号

4



歯学部ベストティーチャー賞の導入について
　2022 年度より歯学部ベストティーチャー賞を導入しました。
この賞は、学生目線での教育を行った教員を表彰し、講義に対
するモチベーション向上
を目指すこと、受賞した
教員の講義法を広く他の
教員に共有してもらい、
大学全体の授業力アップ
を図ることを目的として
います。
　投票者は学生で、1 月
から 2 月の総合試験、モ
ジュール試験終了後にオ
ンラインで行いました。
1 ～ 3 年では投票数が少
なく 1、2 名の選出とな
り、4 ～ 6 年では CBT、
国試対策もあり積極的な
投票が行われ、各 3 名が
選出されました。今後は
学生への周知を積極的に
行い、神奈川歯科大学の
教育の改善のために発展
させていく予定です。
　なお、表彰は 4 月 11
日（水）の教授会で行わ
れました。

チヒロエンタープライズ事業報告
Chihiro Enterprise 株式会社事業報告　

（2021 年 10 月 1 日～ 2022 年 9 月 30 日）
【純売上高】

科　　　目 金　　　額 前年比
実習見学収入 7,302,880 円 86.3
鍼灸院売上高 2,411,000 円 ―
商品売上高 957,000 円 72.9
検査手数料収入 3,931,670 円 284.6
テナント管理収入 1,743,600 円 107.8
アプリ収入 4,419,074 円 ―
ガイダンス参加収入 1,850,000 円 ―

総　　計 22,615,224 円 177.0

【原価・経費】
科　　　目 金　　　額 前年比

期首棚卸高 4,020,786 円 201.9
薬品仕入 1,799,314 円 244.3
期末棚卸高 3,748,182 円 155.8
売上原価 2,071,918 円 643.2
売上総利益 20,543,306 円 164.9
販売費及び一般管理費 19,476,584 円 203.8
営業利益 1,066,722 円 36.8
経常利益 1,666,758 円 36.9
当期純利益 1,631,753 円 43.7

　年初は PCR 検査事業が大きく牽引し、新規事業であるアプ
リ販売も年間を通じて順調に推移しました。しかし、鍼灸事業
は利用する教職員からは嬉しい声が届く一方、一般利用には
周知が行き届かず限定的となり、事業としては厳しい船出とな
りました。なお、鍼灸については、4 月開院の歯科・健脳クリ
ニック日本橋を支える科目の一つとして実施いたします。
　この鍼灸を事業として軌道に乗せる事、また、新たに資料館
館長として迎える前解剖学教授の高橋常男先生を中心に多くの
新規見学校を迎え入れる事を目標に据えております。法人のビ
ジネスプランと連携を果たし、今期は 1,000,000 円に留まった
法人への貢献を更に拡充したいと考えます。

KDC 事業報告
KDC 株式会社　2021 年度事業報告
（2021 年 10 月 1 日～ 2022 年 9 月 30 日 ）

　KDC 株式会社の会計年度は 10 月 1 日～翌年 9 月 30 日であ
り、2022 年 9 月末で 2021 年度の決算を行い、以下の結果を得
ました。

1．決算報告
　当社の 2021 年度営業実績は以下に示した通りです。

前年比

売上高 158,763,868 円 0.84

売上総利益 109,605,178 円 0.79

販売費及び一般管理費 109,007,185 円 0.84

経常利益 597,993 円 0.03

当期純利益 97,101 円 0.01

　この結果、純資産額は 69,112,198 円（前年比 1.00、対資本金
比 7.68）となりました。

2．事業別業績
　2021 年度の事業別収支（現金・通帳ベース）を以下に示し
ました。
2021 年度（2021/10 ～ 2022/9）事業別収支（現金、通帳ベース）

収　入 支　出 収　支 前年度比

1 病院売店事業 20,533,374 16,077,304 4,456,070 1.09

2 自販機設置事業 6,324,070 0 6,324,070 2.27

3 施設管理事業 88,000,000 70,537,646 17,462,354 2.53

4 教科書販売事業 38,787,102 36,892,238 1,894,864 0.90

5 学生寮管理事業 21,050,582 20,966,155 84,427 0.05

6 一般管理費 0 36,501,854 -36,501,854 1.00

7 寄付 0 5,000,000 -5,000,000 前年度 0

8 還付金・その他 2,212,358 0 2,212,358 0.32

総　　計 176,907,486 185,975,197 -9,067,711

（前年比 0.84 0.82 0.63）

　2022 年 9 月 30 日現在の現金残高は 1,698,163 円、預金残高は
56,985,827 円、合計 58,683,990 円（前年比 0.87、実質 8,523,470
円減）でした。

　2021 年度は現金・預貯金ベースで収入が前年比 16% の減
少、収支は 37% 減の 9,067,711 円の赤字でした。売店事業につ
いては収入支出共に前年度並みで、累積収支は前年比 1.09 と
コロナ禍から立ち直りつつあると考えられます。また、自販機
設置事業も 5 年毎の契約金を除くと前年比 0.98 とほぼ前年並
みでした。
　収入減の主な原因としては大学からの委託費の減額（施設
管理事業 / 前年比 24% 減、学生寮管理事業 / 前年比 60% 減）
で、学生寮管理事業では赤字には至らなかったものの累積収支
が前年比 0.05 という数値でした。
　なお、大幅赤字の直接的原因は上記のような低収入状態にあ
りながらジャカランダフェスティバルの費用負担と大学への寄
付を行ったことです。当社としては継続すべき事業ではありま
すが、次年度は状況を良く判断することが必要であると考えま
す。

3．大学への貢献
　1） 3 年ぶりに開催されたジャカランダフェスティバルの費

用 6,370,850 円を負担しました。
　2）大学へ 5,000,000 円の寄付を行いました。

学年 受賞者（該当科目）

１ 林田丞太（総合歯科学Ⅰ / 法学）

２ 河田亮（人体の構造と機能Ⅰ～Ⅲ/ 発生と発
育 / 歯と歯周組織の常態 / 病因・病態Ⅱ）

２ 天野カオリ（人体の構造と機能Ⅰ～Ⅲ / 人
体の構造実習Ⅰ）

３ 長谷川巌（全身と口腔（総合医学）Ⅱ・Ⅲ）

４ 窪田光慶（総合歯科学 矯正）

４ 浜田信城（総合歯科学 細菌）

４ 東雅啓（総合歯科学 解剖）

５ 讃岐拓郎（臨床実習Ⅰ麻酔）

５ 浅里仁（臨床実習Ⅰ小児）

５ 向井義晴（臨床実習Ⅰ修復）

６ 鈴木健司（臨床実習Ⅱ口腔外科）

６ 今泉うの（臨床実習Ⅱ麻酔）

６ 渕田慎也（臨床実習Ⅱ社会歯科）
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教員紹介
歯学部

　教学部長　半田慶介
　各学年担任
　　1 年生：山田良広　　4 年生：小松知子
　　2 年生：浜田信城　　5 年生：讃岐拓郎
　　3 年生：高橋俊介　　6 年生：木本茂成

短期大学部

　教学部長　教務担当　角田　晃
　　　　　　学生担当　山内雅人

TDH

　教務主任　儀我有子

教学部だより
歯学部

フレッシュマンキャンプ（1 年生）
　2023 年 4 月 7 日

（金）、新入生全員参加
のオリエンテーション
であるフレッシュマン
キャンプが日帰りで実
施されました。学生・
教員の親睦を図ること
を目的としており、今
年は建長寺での座禅
研修、八景島シーパ
ラダイスでの BBQ や
ウォークラリーなどで
交流を深めました。

短期大学部

１日研修（1 年生）
　2023 年４月７日（金）、新入生を対象に横浜・八景島シーパ
ラダイスで１日研修が実施されました。当日は雨の予報でした
が日程に影響はなく、バックヤードツアーでは飼育スタッフや
ショートレーナーの方から仕事の話を伺い、「うみファーム」
では環境（ゴミ）問題についての研修を行いました。また、自
由時間には水族館やアトラクションを楽しみました。

大学院だより
大学院３年生　ディベート紹介
　大学院歯学研究科は、2019 年度から 3 年共通科目を統合専
門科目とし、ディベートを取り入れた「演習」を行っていま
す。
　テーマを与えられてからディベート試合当日まで、授業のコ
マ数としては 30 コマ中 7 コマしかありませんでしたが、アカ
デミックディベートにふさわしく、学生は自主的にそれ以上の
時間をかけて準備に取り組んでいました。
　「演習」全体の評価内容は「成果発表」「レポート」「口頭試
問」「その他」があり、「その他」はディベート試合の勝者チー
ムに加点されるものです。学生は与えられたテーマを分析し、
根拠となる論文を探し、ディスカッションを繰り返しては机上
でリンクマップを展開し立論を完成させていきました。
　2022 年度のディベートテーマは「食後 30 分以内に歯磨きは
しない方がよいのか？科学的エビデンスに基づいた回答は？」

「中間歯欠損はブリッジ、インプラントどちらを選択する？」
「糖尿病患者に対して歯周外科治療を行うべきか、否か。治療
効果と安全性からの検討」でした。各試合、肯定派と否定派に
分かれ熱戦が繰り広げられました。勝敗のジャッジも学生の担
当で、自分のジャッジが試合をした学生の評価に直結するた

め、ジャッジ側の学生も真剣そのものです。試合結果は、満場
一致で勝敗が決着したテーマもありましたが、ジャッジが真っ
二つに割れ、チーム毎のジャッジでも勝敗がつかず、最終的に
ジャッジ班全員の話し合いで勝敗を決めるという甲乙つけがた
い戦いもありました。
　ディベート試合は、ほとんどの学生にとって初めての経験で
したが、学修目標である、1）論理的な思考力、2）客観的分析
能力、3）情報収集・整理能力、4）反対意見を理解する能力等
を全体の 8 割の学生が学べたと回答するなど手ごたえを感じた
内容でした。

神奈川歯科大学新聞 第46号
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附属病院だより
スポーツマウスガード製作のため高校生来院！
　近年、様々なスポーツにおいてマウスガードの重要性が注目
されています。競技者間で接触のある競技では、口の中を切っ
たり傷つけてしまったりすることがあります。運動中の全体的
傷害リスクにおいては、マウスガードを装着していない人は装
着している人に比べ 1.6 ～ 1.9 倍大きいと言われています。
　現在、一部のスポーツ（高校生ラグビーやボクシング等）で
はマウスガード装着が義務化されており、マウスガードを装着
することにより運動のパフォーマンスにも影響があるとの報告
もされています。
　上記の事柄を踏まえ、義歯診療科の井野智病院長および薗部
悠司郎先生をはじめとするプロジェクトチームは、臨床研究の
一環として近隣の高校生を対象に、従来の印象（歯型取り）を
行うマウスガードとデジタル印象（光学印象を行い 3D プリン
ターで製作）を用いたマウスガードの 2 種類を製作し、使用後
のそれぞれの使用感やパフォーマンスについて、現在調査を
行っています。
　部活動の練習の合間を縫って来院した高校生の皆さんは、こ
れまであまり歯科医院に通院した経験がないという方々が多い
ためか、診療室では興味津々な様子で、義歯診療科および技工

科の先生方で行った型取りの作業で
は少し緊張した面持ちで臨んでいまし
た。型取りから約 2 週間後に再び来院
し、噛み合わせの調整を行った後、完
成した自分専用のマウスガードを手に
して、高校生たちは目をキラキラさせ
て嬉しそうな様子でした。
　今回製作したマウスガードを装着し
て、それぞれのフィールドで大いに活躍されることを期待して
います。高校生の皆さま、ご協力ありがとうございました。引
き続きよろしくお願いします。
　上記マウスガードは、すでに現役のプロ野球選手も当院にて
製作し、実際の試合にご使用いただいております。また、臨床
研究の対象は高校生のみならず、近隣の大学生にもご協力をい
ただいており、今後も協力者を募る予定になっています。

横浜クリニックだより
院長就任ご挨拶　木本克彦先生
　2023 年 2 月１日付で院長に就任いたし
ました。当院は 2002 年に開院して、今年
で 21 年目を迎えます。歯科大学の附属病
院ではありますが、開院以来、医科部門
の充実を図り、現在では、眼科・耳鼻い
んこう科・内科（一般内科 / 消化器内科 /
循環器内科 / 糖尿病代謝内科 / 認知症・
高齢者総合内科）・麻酔科・画像診断科を
開設し、歯科部門と協働しながら、横浜駅エリアでは唯一の医
科歯科連携医療機関として地域医療に参画してまいりました。
これからも当院の全医療スタッフが更なるやりがいと誇りを
もって、よりよい医科歯科連携クリニックを目指してまいりま
すので、今後とも皆様方からのご指導ご鞭撻をよろしくお願い
申し上げます。

世界最高峰の 320 列マルチスライス CT が導入されました！
　2023 年より当院に国内最高性能の最先端超高性能 CT スキャ
ナ（320列マルチスライスCT撮影装置）キャノンAquilion One/
Nature を導入いたしました。高速度で一度にスキャンできる
範囲が広がるため、これまでの CT と比べて放射線量を平均で
1/6 程度まで軽減できるうえに全身の細微な病変や脳、心臓領
域の診断に適しています。循環器領域での冠動脈造影 CT 検査
では通常の 0.5 mm スライスを AI 技術により 0.25 mm スライ
ス化する PIQE プログラムを搭載した神奈川県第 1 号機で、県
内最高水準の検査を横浜市立大学医学部循環器内科と提携して
行っています。今後さらに急性期疾患や日常診療で必要なフォ
ローアップや人間ドックでの活躍
が期待できます。
　JR 横浜駅から最も近い立地条件
で地域医療に貢献してまいります
ので、お気軽に受診していただけれ
ば幸いです。

図書館だより
外壁工事完了
　1 月より開始された図書館の外壁工事が無事完了しました。
全体的にワントーン明るく、すっきりとした外観になりまし
た。晴れた日の朝は外壁に映る樹木の影がとても美しいです。
　工事中はご不便をおかけしましたが、足場が外されて館内も
明るさを取り戻しましたので、ぜひご利用ください。

電子ブックも蔵書検索（OPAC）から検索可能に！
　図書館では、利用可能な電子ブックが 6,000 点以上ありま
す。今までは「デジタル資料検索（旧ジャーナルリンカー）」
から検索、または各契約データベースから検索してご利用いた
だいておりましたが、蔵書検索（OPAC）からも検索できるよ
うになりました。検索結果に下図のような「電子ブック」の
マークがありましたら、タイトルをクリックしてください。表
示された詳細画面のリンク URL をさらにクリックすると電子
ブックのサイトに遷移します。
　学内ネットワークからの利用はログイン不要ですが、学外か
らアクセスする場合には、各契約データベースにログインして
からでないとご利用いただけません。ご不明な点は図書館まで
お気軽にお問い合わせください。
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【2023 年度セミナースケジュール】
横浜研修センター
インプラントオープンサテライトセミナー：講師  児玉利朗　他

日　程 時　間 タイトル

 4月13日（木） 18：00 ～ 歯周組織とインプラント周囲組織との差異
歯周病の診査診断、治療計画（児玉特任教授）

 5月18日（木） 18：00 ～ 歯周病の基本治療と咬合性外傷（児玉特任教授）

 6月22日（木） 18：00 ～ 生活習慣病としての歯周病のリスク診断と治療
（三辺特任教授）

 7月27日（木） 18：00 ～ 歯周外科とプラスティックサージェリー
（児玉特任教授）

8月 6日（日）  9：00 ～
※ ブタ実習（CRP、FGG、ソケットプリザベー

ション、アストラテック EV2 本埋入）
（児玉特任教授）

9月21日（木） 18：00 ～ インプラント治療における診査診断・治療計画
（永田講師）

10月26日（木） 18：00 ～ インプラントの外科手術の基本（河奈教授）

11月16日（木） 18：00 ～ 軟組織マネージメントとソケットマネジメント
（児玉特任教授）

12月 7日（木） 18：00 ～ 硬組織マネージメント（骨造成、GBR、サイナス
エレベーション、サイナスリフト）（河奈教授）

2024年 1月25日（木） 18：00 ～ インプラント補綴とデジタルサイエンス
（木本教授）

 2月15日（木） 18：00 ～ インプラント治療のデジタルワークフロー
（丸尾特任准教授）

3月14日（木） 18：00 ～ インプラント周囲のプラスティックサージェリー
とインプラント周囲炎への対応（児玉特任教授）

※ブタ実習：要予約／有料／定員数あり／ Zoom との併催なし
　　　　　　詳細は後日横浜クリニックホームページにてご案内

歯科医師のための内科学　オープンセミナー：講師  栗橋健夫
日　程 時　間 タイトル

4月27日（木） 18：00 ～ 新型コロナウイルス感染症の現状とこれから
～新興感染症と再興感染症

6月 8日（木） 18：00 ～ 高血圧診療の Up to Date ～高尿酸血症との関係
7月13日（木） 18：00 ～ 歯科医院での救急対応～これだけは必要！
8月24日（木） 18：00 ～ 循環器疾患～感染性心内膜炎と歯科治療
9月28日（木） 18：00 ～ 消化器疾患～便秘は侮れない！

10月19日（木） 18：00 ～ 糖尿病治療のミニマムポイント
11月30日（木） 18：00 ～ 呼吸器疾患～喘息を見逃さない！
12月21日（木） 18：00 ～ 神経疾患と膠原病～分子標的治療薬の活用

2024年 1月18日（木） 18：00 ～ 腎泌尿器疾患と甲状腺疾患
～ヨード過剰摂取に注意！

2月22日（木） 18：00 ～ 精神疾患と周産期～知っておくと安心！

セミナーの受講については横浜クリニックホームページ
をご覧ください。

ジャカランダフェスティバル開催決定！
　2023・6・11（sun）
　今年は it＇s a beautifulday ！
　美の象徴　元宝塚歌劇団
　男役スターが登場！！
　その他、心と体が元気になる企画満載です！

業績集の PDF 版公開
　「業績集 2021.4⊖2022.3」の PDF 版を公開しました。研究業
績 WEB 版サイト内にリンクがありますので、アクセスしてご
利用ください。下記 QR コードからもご覧いただけます。

　研究業績 WEB 版サイト
　　URL： https://kdulib.net/searchform.php

　業績集 2021.4-2022.3（PDF 版）
　　URL： https://kdulib.net/pdf/

gyoseki202104.pdf

【2024 年度 入学説明会一覧】
大学院

説明会場 日　程 時　間

神奈川歯科大学　本部棟　5 階会議室 2023年 10月 5日（木） 午後 6 時から

横浜クリニック・横浜研修センター 2023年 10月26日（木） 午後 6 時から

※詳細はホームページをご覧ください。

【2023 年度 オープンキャンパス】
神奈川歯科大学

短期大学部〔歯科衛生学科・看護学科〕
日　程 形　式 内　容

  5月21日（日）

対面式 学校説明・施設紹介・体験授業

  6月18日（日）

  7月 9日（日）

  7月30日（日）

  8月20日（日）

  9月23日（土）

 11月19日（日）

2024年 3月10日（日）

【2024 年度 入学試験実施一覧】
大学院
歯学研究科　定員：18 名　男女

試験区分 試験日 合格発表

Ⅰ期
学内推薦選抜（神奈川歯科大卒）
一般選抜、社会人特別選抜、
特待生選抜、外国人留学生選抜

2023年12月 6日（水） 2023年12月13日（水）
午後2時　HP上

Ⅱ期
学内推薦選抜（神奈川歯科大卒）
一般選抜、社会人特別選抜、
特待生選抜、外国人留学生選抜

2024年 2月14日（水） 2023年 2月28日（水）
午後2時　HP上

※詳細はホームページをご覧ください。

　オープンキャンパス【対面式・来校型】を
実施します。
　詳しくはホームページをご覧ください。

歯大QRコード

神奈川歯科大学新聞 第46号
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